資料　１　　　　平成２５年１０月２１日

柏市公設総合地方卸売市場運営審議会資料

公設市場整備計画について

１　整備計画の考え方

　・施設の耐震性の確保及び緊急性を要する老朽化対策を優先して計画する

２　費用負担の基本方針

　・現施設の耐震改修及び老朽化対策工事に要する費用については市が負担する

　・耐震改修及び老朽化対策工事において引越が必要な場合の費用は市が負担する

・施設使用料については，整備内容が現施設の耐震性確保及び老朽化対策であることから据え置きとする（消費税率の変更による使用料の増額は行う）

　ただし，新設事務所については柏市公設総合地方卸売市場業務条例施行規則別表に定める使用料１平方メートルあたり1,134円とする

　・現施設以外の付加価値施設（低温荷捌き所，保冷庫，加工所等）の整備を希望する場合は，市と協議の上，事業者の負担とする

３　整備計画（案）の概要

　(1) 青果棟

　　　耐震性不足なため，耐震改修工事を行う。

　(2) 水産棟

　　　鉄骨造部分が耐震性不足で，柱や筋交いの老朽化も進んでいることから，他の耐震性不足施設（管理棟，水産買荷保管積込所，活魚売場・アラ置場）等と集約して建替える。施設の集約によって生まれた土地には，衛生管理が不十分な荷捌を解消するため，屋根付きの荷捌所を建設する。

　(3) 花き棟

　　　新耐震基準以降の施設であるが，大雨時の浸水対策や荷捌スペースの不足に対して改修工事（庇の設置，雨水排水経路の改修等）を行う。

　(4) 関連食品棟

　　　関連食品棟は建物本体部分の耐震性に問題はない。

付属する屋根，シャッター，壁の一部の改修と建築基準法及び消防法に抵触している箇所についても適法化工事を行う。

(5) その他の施設

　　　高架水槽については耐震性不足であることから解体とし，地下水の供給はポンプを設置して対応する。
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　　　建替える施設については下水道への接続が必要になる。　

４　整備スケジュール

　

